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葉
地
域
１
５
０
０
円
、
木
更
津
地
域
２
５
０
円
）
も
の

差
が
あ
り
ま
す
。
扶
養
手
当
も
、正
社
員
に
支
給
さ
れ
、

契
約
・
パ
ー
ト
社
員
に
は
支
給
さ
れ
な
い
の
は
、
裁
判

で
も
「
不
合
理
」「
違
法
」
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
嘱
託
社
員
に
は
60
歳
を
超
え
て
も
主
任
・
班
長

を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
基
本
給
は
68
％
に

カ
ッ
ト
。
責
任
も
仕
事
も
同
じ
な
の
に
、
年
齢
を
理
由

に
賃
下
げ
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
原
資
が
な
い
理
由
は
明
ら
か

　
会
社
は
、「
問
題
は
認
識
し
て
い
る
」
と
制
度
上
の

不
備
・
矛
盾
を
認
め
な
が
ら
、「
原
資
が
な
い
」
と
言
っ

て
実
施
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
完
全
子
会
社
で

あ
り
、
幹
部
の
大
半
が
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
天
下
り
や
出
向
者

で
す
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
言
う
「
原
資
」
と
は
、
よ
う
す
る
に

Ｊ
Ｒ
と
の
契
約
額
の
こ
と
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
過
去
最
高
益
を
更
新
し
続
け
な
が

ら
、
子
会
社
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
毎
年
ギ
リ
ギ
リ
の
決
算
。
こ

の
構
図
で
「
原
資
が
な
い
か
ら
で
き
な
い
」
は
ふ
ざ
け

た
話
で
す
。

　
原
因
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
幹
部
が
Ｊ

Ｒ
に
必
要
な
額
を
請
求
も
せ
ず
、
矛
盾
を
す
べ
て
労
働

者
に
押
し
付
け
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
対
応
は
、
不
誠
実
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で

す
。
動
労
千
葉
は
４
月
６
日
、
千
葉
県
労
働
委
員
会
に

斡
旋
（
あ
っ
せ
ん
）
を
申
請
し
ま
し
た
。

　
動
労
千
葉
は
４
月
４
日
、
賃
金
の
引
き
上
げ
、
深
夜

早
朝
手
当
改
善
、
契
約
社
員
・
パ
ー
ト
社
員
へ
の
扶
養

手
当
支
給
や
月
給
制
に
戻
す
こ
と
、
60
歳
以
降
の
賃
下

げ
の
取
り
や
め
―
―
な
ど
を
求
め
て
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
と
の
団
体
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
た
だ
ち
に
手
当
改
善
を

　
Ｃ
Ｔ
Ｓ
は
、
４
月
１
日
以
降
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
増
加
な
ど
を
理
由
に
賃
上
げ
を
拒
否
し
ま
し

た
。
し
か
し
Ｃ
Ｔ
Ｓ
で
は
退
職
者
が
増
加
し
、
募
集
し

て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
で
す
。
動
労
千
葉
は
、
そ

れ
を
改
善
す
る
た
め
に
も
賃
金
の
引
き
上
げ
が
絶
対
に

必
要
だ
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
深
夜
早
朝
手
当
は
地
域
間
で
最
大
６
倍
（
千

千葉県労働委員会に斡
あっ せ ん
旋を申請

深夜早朝手当改善・扶養手
当・６０歳以降賃下げの撤廃を求め

ＣＴＳへの申し入れ
1２０１８年４月１日以降の基準内賃金を３万
　８０００円の原資をもって引き上げること。
配分については、職務給を重点に行うこと。
2時給制の契約社員・パート社員については、
一律、時給１５００円に引き上げること。
3契約社員・パート社員について月給制に戻す
こと。
4６０歳以降の賃金引き下げを取りやめること。
5全社員に住宅手当を支払うこと。
6契約社員・パート社員に扶養手当を支給する
こと。
7契約社員、パート社員の夏季手当、年末手当
については、社員と同じ基準で支払うこと。
8深夜早朝手当の事業所間格差を早急に解消
し、一律１５００円を支給すること。
9ポリッシャー作業手当を復活すること。


